
















































































はじめ lこ

  子どもの養育には3歳までの育て方が決定的に重要である、あるいは 3歳では遅いなど

といわれることがあり、「3 歳児神話」ということばも使われる。こうしたことが、子育

てへの負担感や焦りをもたらしてもいる。しかし、「3 歳児神話」としていわれるような

ことが、どのような根拠によるのか、またはたしてこれを裏付ける知見があるのかは、明

らかではない。そこで、本研究では、発達心理学、臨床心理学、小児医学、家族社会学、

保育学、育児学の専門家による討議と文献研究により、1)「3 歳児神話」ということばの

意味、2)「3歳児神話」の基礎となり得る理論的根拠、3)「3 歳児神話」の認知度、4)「3

歳児神話」ということば、あるいはその意味するところが育児書、育児雑誌においてどの

ように扱われているかの実態、5)外国の育児書における乳幼児期の取り扱い、6)「3 歳児

神話」を裏付ける知見、の検討を行った。


